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福
祉
推
進
委
員

●
原
則
自
治
会
単
位
に
1
人

●
自
治
会
長
の
推
薦
で
上
田
市
社
協

　会
長
が
委
嘱

●
任
期
2
年

　
福
祉
推
進
委
員
は
支
部
社
会
福
祉

協
議
会
（
自
治
会
）
単
位
で
行
う
「
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
」
の
推
進
役
と
し

て
、
自
治
会
役
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
健
康
推
進
委
員
、
社
協
お

結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
、
福
祉
関
係
者
等

の
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
企
画
・

運
営
を
し
ま
す
。

　
地
域
で
行
う
福
祉
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
そ
の
活
動
を
効
果
的
に

す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
支
援
し
、
地
域
住
民
が
福
祉
活
動

に
参
加
し
や
す
い
基
盤
づ
く
り
を
し

ま
す
。

福
祉
推
進
委
員
は
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
の
推
進
役
で
す
！

西前山自治会
夏休みを利用した世代間交流

地元の素材（粘土）を使用して焼き物作り

西脇自治会
高齢者を対象として健康体操や
ゲーム等を企画したお楽しみ会

 

「
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
」
は
、
住
民
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
に

よ
り
連
帯
感
を
高
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
住
民
参
加
に
よ
り
自
主
的
に
推
進
し
、
明
る
く
活
力
あ
る
福

祉
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
自
治
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
創
意

工
夫
あ
ふ
れ
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
に
こ
の

「
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
」
の
推
進
役
を
担
っ
て
い
る
方
が
『
福

祉
推
進
委
員
』
で
す
。

福祉推進委員

福祉推進委員の委嘱式が行われました
上田市社会福祉協議会

　2月1日（金）、丸子セレスホールにおいて、任期満了に伴い新たに任命された、
福祉推進委員243人の委嘱式が行われました。
　上田市社会福祉協議会丸山正明会長から、地区の代表者に委嘱書が手渡されました。
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3
月
2
日（
土
）、真
田
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、新
福
祉
推
進
委
員
、

新
福
祉
委
員
約
90
人
が
参
加
し
、合
同

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
の
う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
健
康
運
動
指
導
士
で
あ
る
高
野
秀
樹

さ
ん
の
講
演
で
は
、意
識
し
て
体
を
動
か

す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、誰
も
が
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
を
体
験
す
る
こ
と
で
、会
場

は
自
然
と
笑
顔
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
後
半
の
講
演
で
は
、城
下
地
区
で
お
結

び
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
竹
内
久
子

さ
ん
が
、自
身
の
福
祉
推
進
委
員
時
代
の

経
験
談
か
ら
、現
在
、主
催
し
て
い
る
サ
ロ

ン
や
地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。竹
内
さ
ん
が
主
催
す
る「
ふ
れ
あ

い
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ロ
ン
」は
10
年
続
い
て
お

り
、午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分
け
て
運

営
し
て
い
ま
す
。午
前
の
部
は
あ
え
て
行

う
こ
と
は
決
め
ず
に
、自
由
に
過
ご
す
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
と
の
話
を
受
け
、真

田
地
区
お
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
久
保

順
子
さ
ん
は「
何
か
行
お
う
と
気
負
い
せ

ず
、肩
の
力
を
抜
い
て
計
画
を
立
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
」と
参
加
し
た
委
員
に
言

葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
2
月
に
就
任
し

た
委
員
の
、今
後

の
活
動
の
参
考

と
な
る
、大
切

な
研
修
に
な
り

ま
し
た
。

真田地区で福祉推進委員・福祉委員の
　　　　　　 　　合同研修会が行われました

　
福
祉
推
進
委
員
改
選
に
伴
い
、
各
地
で
引
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
塩
田
地
区
で
前
地
区
会
長
を
務
め
た
永
井
幸

子
さ
ん
は
、自
身
の
自
治
会
で
の
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、地
区
会
長
と
し
て
、東
塩
田
地
区
の
福
祉
推
進

委
員
向
け
の
講
習
の
開
催
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
永
井
さ
ん
は
福
祉
推
進
委
員
を
通
し
て
、「
地
域

の
活
動
で
協
力
し
て
く
れ
る
自
治
会
役
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
参
加
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
な
ど
、

改
め
て
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
っ
た
」「
自
身

の
地
域
で
は
野
菜
の
や
り
取
り
な
ど
近
所
で
の
つ

な
が
り
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
自
然
な
形
の
つ
な

が
り
が
大
切
だ
と
感
じ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
意
志
は
東
塩
田
地
区
現
会
長
武
田
雅
子
さ

ん
に
引
き
継
が
れ
、「
戸
惑
い
も
あ
る
が
、
ま
ず

は
地
域
の
方
が
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
家
か
ら
出

て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
東
塩
田
福
祉
推
進
委
員
研
修

会
の
様
子
。Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
の

保
健
師
を
講
師
に
迎
え
、簡
単
な

健
康
体
操
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
東
塩
田
地
区
の
福

祉
推
進
委
員
は「
自
分
の
自
治
会

に
持
ち
帰
っ
て
す
ぐ
に
活
用
で
き

そ
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
福
祉
推
進
委
員
２
４
３
人
の

内
、１
８
０
人
が
新
任
と
な
り
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
、2
年
の
任
期
で
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
真
田
地
区
で
は
、
社
協
合
併

前
か
ら
自
治
会
役
員
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
と
連

携
・
協
力
し
、
福
祉
活
動
の
推

進
役
と
し
て
「
福
祉
委
員
」
が

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
合
併
後
、
各
自
治
会
の
中
か

ら
福
祉
推
進
委
員
１
人
と
、
約

30
世
帯
に
１
人
を
基
準
と
し
て

選
出
さ
れ
た
福
祉
委
員
が
、様
々

な
福
祉
活
動
で
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

福
祉
推
進
委
員
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

東
塩
田
地
区

現 

会
長

武
田
雅
子
さ
ん

東
塩
田
地
区

前 

会
長

永
井
幸
子
さ
ん

真
田
地
区
の
福
祉
委
員



う
さ
た
ま
情
報
局

　
現
在
、
わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
は
約
28
％
に
ま
で
高

ま
っ
て
い
ま
す
。（
上
田
市
で
は
29
・
7
％
）

　
そ
の
う
ち
認
知
症
高
齢
者
の
数
も
増
え
て

お
り
、
さ
ら
に
精
神
障
が
い
者
、
知
的
障

が
い
者
な
ど
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
人
は
、全
国
で
約
８
０
０
万

人
以
上
に
も
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
、
今
後

も
そ
の
数
は
増
え
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
判
断
能
力
が
不
十

分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
財
産
管
理
等
が
困

難
で
、
悪
徳
商
法
等
の
被
害
に
遭
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
成
年
後
見
制
度
の
活
用
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
た
め
に
、家
庭
裁
判
所
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
支
援
者
が
、
本
人
の
財
産
管

理
や
身
上
保
護
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
権

利
を
擁
護
す
る
制
度
で
す
。

　
そ
の
担
い
手
に
目
を
向
け
る
と
、
成
年

後
見
制
度
の
創
設
時
（
２
０
０
０
年
）、
親

族
が
後
見
人
と
な
る
割
合
は
91
％
で
し
た

が
、
２
０
１
７
年
に
は
26
％
に
ま
で
激
減

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
単
身
世
帯
や
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
等
の
増
加
に
よ
り
、
本
人
の
後
見
人

と
な
る
べ
き
親
族
が
見
当
た
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
親
族
後
見
人

に
よ
る
不
正
が
み
ら
れ
た
こ
と
等
の
背
景

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
近
年
、
後

見
人
の
選
任
数
が
増
え
て
い
る
の
が
専
門

職
（
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
）
や
社
協

等
が
法
人
と
し
て
後
見
人
と
な
る
法
人

後
見
で
す
。
特
に
専
門
職
の
選
任
数
は
、

２
０
０
０
年
に
全
体
の
わ
ず
か
3
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
２
０
１
７
年
に
は
65
％
に
ま

で
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
専

門
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
絶
対
数
が
限
ら

れ
て
お
り
、
後
見
の
需
要
増
の
す
べ
て
に

対
応
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
認
知
症
高
齢
者
等
が
増
加
し
、
後

見
人
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
く
と
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
専
門
職
や
法
人
で
こ
れ
ら
す

べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え

ま
す
。

　
今
後
の
後
見
の
需
要
増
に
対
応
す
る
た

め
、
親
族
後
見
人
の
見
直
し
や
、
新
た
な

後
見
の
担
い
手
と
し
て
、
市
民
後
見
人
の

さ
ら
な
る
普
及
と
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

う
さ
た
ま
の
耳
に
入
っ
て
く
る
福
祉
の
情
報
を
お
届
け

需
要
高
ま
る
成
年
後
見
制
度

　市民後見人は今後、社協が受任している案件から、身上保護（被後見人の
生活、療養、看護などに関する法律行為を行うこと）を中心とした案件を担
当していきます。
　今後も、同じ市民の目線から、支援を必要とする方の生活を守る「市民後
見人」の誕生に向けた活動と、制度の普及・啓発を行っていきます。

　　　　上小圏域成年後見支援センター（4市町村受託事業）
では、2014年から2017年まで、市民後見人養成講座を開
催し、成年後見制度の普及・啓発、市民後見人の養成を行っ
てきました。この養成講座の受講後、法人後見支援員として
実務経験を積んだ支援員の1人が、この度上小圏域で初とな
る市民後見人に選任されました。

　一般市民による成年後見人。認知症や知的
障がい、精神障がいなどで判断能力が不十分
になった方に、同じ地域に住む市民が、家庭
裁判所から選任され、本人に代わって財産の
管理や介護契約などの法律行為を行う方です。

成年後見制度に関するお問い合わせは…上小圏域成年後見支援センターまで　TEL 27-2091

上小圏域で
初！

上小圏域で
初！市民後見人誕生！ 市民後見人

とは

市民後見人までの道のり

受 

任

 

（
市
民
後
見
人
誕
生
）

長
野
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
上
田
支
部

市
民
後
見
推
進
委
員
会

選
　
　
　
考

市
民
後
見
人
と
し
て
の

活
動
を
希
望

法
人
後
見
支
援
員

と
し
て
活
動

法
人
後
見
支
援
員
の

選
考養

成
講
座
修
了

養
成
講
座

後
見
セ
ン
タ
ー
職

員
と
活
動
を
行
い

実
績
を
積
む

市
民
後
見
人
候
補

者
と
担
当
す
る
被

後
見
人
を
選
定

講
座
で
、
成
年
後

見
制
度
の
基
礎
知

識
を
学
ぶ

4
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上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
「
社
協
事

業
の
経
営
方
針
と
財
源
確
保
に
つ
い
て
」「
人

事
・
労
務
管
理
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
諮
問
を

受
け
て
、
平
成
30
年
11
月
に
地
域
福
祉
経
営
委

員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
回
の
委
員
会
を
行
い
、
平
成
31
年
2
月
26

日
に
、
地
域
福
祉
経
営
委
員
会
か
ら
二
項
目
の

諮
問
に
対
し
て
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一  
社
協
事
業
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

⑴
小
地
域
（
自
治
会
・
隣
組
等
）
に
お
け
る
住

民
主
体
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
・
協
働
の

取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
で
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
の
再
構
築
を
図
り
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵
社
協
が
中
心
と
な
り
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携
し
、
社
会
貢
献
事

業
に
取
り
組
み
、
上
田
市
の
福
祉
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

⑶
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
将
来
構
想
の
進
捗
状

況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
5
年
先
10
年
先
を
見
据
え
た
事
業
内

容
や
事
業
体
系
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
さ

れ
た
い
。

二  

人
事
・
労
務
管
理
と
財
源
確
保
に
つ
い
て

⑴
福
祉
は
マ
ン
パ
ワ
ー
で
あ
る
た
め
、
介
護
保

険
事
業
の
収
益
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
含

め
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
た
い
。

⑵
定
年
制
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
は
国
や
市

の
動
向
を
見
な
が
ら
研
究
さ
れ
た
い
。ま
た
、

非
正
規
職
員
に
つ
い
て
は
、
70
歳
ま
で
働
け

る
仕
組
み
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑶
働
き
方
改
革
等
、
国
の
制
度
に
併
せ
、
人
事

労
務
管
理
の
体
制
強
化
と
と
も
に
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
行
い
、
年
休
に
つ
い
て
も
取

得
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑷
少
子
・
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
社
会
福

祉
制
度
の
改
革
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
行
政
と
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
築
き
、
事
業
費
や
人
件
費
等
の
公
費
財
源

の
ル
ー
ル
化
（
公
費
割
合
の
取
決
め
や
明
文

化
）
を
更
に
図
ら
れ
た
い
。

地
域
福
祉
経
営
委
員
会  

答
申

丸山正明会長（左）に答申をする
増田宗彦委員長（右）

地域の防災訓練に参加する樋村さん（ひかり自治会）

左から　竹内久子さん（城下）、堀善三郎さん（神科）、六川京子さん（神科）、樋村守彦さん（豊殿）
　　　　清水三枝さん（丸子）、北村好美さん（丸子）、大久保順子さん（真田）、依田由枝さん（武石）

　
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
何
か
、
ど
ん

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
一
緒
に

考
え
、
人
と
人
、
人
と
地
域
、
人
と
機

関
を
結
び
つ
け
る
お
手
伝
い
を
す
る
社

協
お
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
。
昨
年
度
は
新

た
に
2
人
が
加
わ
り
、
平
成
31
年
4
月

時
点
で
6
地
区
8
人
の
配
置
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
配
置
地
区
拡
大
を
目
指
す
と

と
も
に
、ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
住

民
同
士
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
、支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

に
、地
域
で
の
催
し
物
等
に
お
伺
い
し
、

皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
て
い
き
ま
す
。

社
協
お
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置

6
地
区
8
人
！
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申し込み・問い合わせ／上田市ファミリー・サポート・センター 本部　TEL＆FAX　0268-21-3016
　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日　9時～17時（土・日・祝日・年末年始はお休みとなります。）

　子育ての手助けをしてほしい人（依頼会員）と、子育てのお手伝いをし
たい人（提供会員）が、会員として登録し、子育ての相互援助活動を有償
で行う会員組織が「上田市ファミリー・サポート・センター」です。
　「病院に行っている間子どもを預かってほしい」「学校や保育園が休みの
時に子どもを預かってほしい」等、そういった際にご利用いただけます。

　上田市では、活動依頼は増加しているものの、サポート（援助）してくださる会員がなかなか増え
ないのが現状です。できる時にできる事で子育ての援助をしていただけませんか。年齢、性別、資格
の有無は問いません。
　以下の日程で提供・両方会員向けの講習会を行いますので、ぜひご参加ください。

上田市フ
ァミリー・サポート・センター

子育ての手助けをしてほしいと思ったら

子育ての手助けをしたいと思ったら

①登録をし、依頼したい日時、内容などを伝えます。
②アドバイザーが提供会員を紹介し、顔合わせをします。
③依頼された内容に沿って、お子さんをサポートします。
④活動報告書の内容を確認し、提供会員へ報酬を支払います。

報酬の基準 月曜～金曜
7時～19時

土曜・日曜・祝日
及び上記時間以外

※車での送迎を伴う活動には別途ガソリ
　ン代がかかります。（1㎞あたり20円）

600円／時間

700円／時間
センター事務局

依頼会員 提供会員

★依頼会員、提供会員の両方を兼ねる「両方会員」もあります。

利用
申し込み 援助依頼

料金の
支払い

援助活動

講習会のお知らせ

（市受託事業）

 13時～13時50分 ファミリー・サポート・センターの説明
5月16日（木） 

14時～15時30分
 【救命入門コース】（心肺蘇生法、AEDの使用方法等）

  子どもの事故と安全対策

5月17日（金）
 13時～14時 子どもの身体の発達と病気

 14時10分～15時30分 車での送迎の留意点とチャイルドシートの着用

5月20日（月）
 13時～14時 子どもの食事・健康管理

 14時10分～15時30分 特別な支援を必要としている子どもへの対応
 

13時～14時50分
 子どもの遊び、子どもの心の成長とその背景

5月21日（火）  保育の心・子どもの世話

 15時～15時30分 提供会員との交流会

●会　　場／上田市ふれあい福祉センター　2階　大会議室
●申込締切／5月13日（月）　託児あり（先着5人、要予約5月10日まで）
※新規会員に登録希望の方は入会者（保護者）の顔写真
 （2×3㎝、免許証のカラーコピーでも可）2枚と印鑑をお持ちください

開催日 講習時間 内　　　　　容
※子育て中の方も参考になりますので、どなたでもお気軽にご参加ください。

※内容が一部変更になる可能性もあります。
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8申し込み・問い合わせ／丸子地区センター　TEL42-0033

子育て支援事業のお手伝いをしてみませんかお知らせ

●日　　時／①5月14日（火）10時～11時　
　　　　　　②5月28日（火）10時～11時
●場　　所／丸子ふれあいステーション 3階
●申込締切／5月7日（火）

　丸子地区センターでは、子育て中の方を対象にした講座やイ
ベントを開催しています。その際に小さなお子さんを預かる「託
児」のサポートをしてくださる方を募集しています。性別、年齢、
経験は不問です。ご応募をお待ちしています。
　託児に関する研修会を次のとおりに行い
ますのでご参加ください。

研修会の様子（救急法）

託児の様子

未就園児の親子の交流の場

子育てひろば

放課後や休校日の安心で安全な遊び場

児童館・児童センター

　「子育てひろば」は、子どもを遊ばせながらお母さん
同士が交流し、情報交換ができる場所です。専属の職員
が、悩みを聞き、アドバイスもしています。
　また、毎月親子で楽しめるさまざまな講座を企画して
います。利用料は無料です。お気軽にご利用ください。

◆大星児童センター  子育てひろば TEL 27-5610
　火・木・金／9時30分～12時30分
◆神科児童センター  子育てひろば TEL 25-2055
　火・水・木／9時30分～12時30分
◆東塩田児童センター  子育てひろば TEL 38-9150
　月・火・水／9時30分～12時30分
◆清明児童クラブ  子育てひろば TEL 22-2252
　月・水・金／9時30分～14時30分
※開催日が祝日の場合は、平日振替開催します。

　各館では、充実した遊びや運動が楽
しめるよう、年間を通してさまざまな
取り組みをしています。
　また、小学校から直接来館する下校
途中の利用もできます。地域の方、幼
児（保護者同伴）、中学生、高校生の
方もどうぞご利用ください。

●月曜日～金曜日／13時～18時 　●土曜日／9時～18時
※学校の休校日等に合わせ、開館時間が異なる場合があります。
※下丸子児童館は、平日(月～金曜日)…15時～17時
　学校長期休み…13時～17時

●朝日が丘児童館 TEL 25-０８４９
●緑が丘児童館 TEL 25-０４４４
●川辺町児童センター TEL 25-２９４５
●秋和児童センター TEL 25-６０１１
●東塩田児童センター TEL 38-９１５０
●大星児童センター TEL 27-５６１０
●神科児童センター TEL 25-２０５５
●神川児童センター TEL 21-１１５６
●下丸子児童館 TEL 42-００３３

市内に居住する
18歳未満の方が

無料で利用できます。

楽しい
おもちゃや遊具が
たくさんあるよ！

（市受託事業）

（市指定管理事業）
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申し込み・問い合わせ／上田地区センター  TEL 27－2025 ／ 丸子ボランティア地域活動センター  TEL 43-2566

　　　　　　　　　　　真田地区センター  TEL 72－2998 ／ 武石地区センター  TEL 85－2466

レクリエーション備品  貸出しますお知らせ

　同じひきこもりの子どもを抱える家族が
交流する気軽な茶話会を企画しました。悩
みを共有することで気持ちが楽になり、前
向きになるきっかけにもなります。
　まいさぽのスタッフも参加をし、ご家族
が抱える不安や心配ごとを共有して、どの
ように子どもに接していけば良いか一緒に
考えていきます。
　秘密は守りますので、お気軽にご参加くだ
さい。

ママのしゃべり場  ～ひきこもり当事者家族の茶話会～

申し込み・問い合わせ／まいさぽ上田  TEL 71-5552

●日　時／4月8日（月）、9月9日（月）、10月7日（月）、
　　　　　11月11日（月）、12月9日（月）
　　　　　2020年　1月20日（月）、2月3日（月）、
　　　　　3月9日（月）
　　　　　9時30分～11時30分
●場　所／上田市ふれあい福祉センター
●その他／5月～8月は月2回の
　　　　　家族講座を予定
　　　　　しています。

お知らせ

貸出しについて

貸出費用
無 料

●貸出申請／⑴お電話にて物品の貸し出し状況をご確認ください。
　　　　　　⑵申請用紙に記入の上、上田市社会福祉協議会へ提出し
　　　　　　てください。

●貸出対象／市内でふれあい事業、ボランティア活動等を行っている
　　　　　　団体等
●貸出期間／貸出日・返却日を含む7日以内

　地域のサロン等で活用できるレクリエーションの備品を貸出しします。
　子どもから高齢者まで幅広い世代で楽しめます。ぜひご利用ください。

　昨年、上田市立第二中学校福祉協力委員会様から、多くの市民が活用できるものに使ってほ
しいとご寄付いただいたお金で、レクリエーションの備品を購入しました。寄付のご意向に沿
い、貸出し用として地域のサロンやふれあい事業等で活用していただきたいと思います。
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ボ ラ ン テ ィ ア 情 報

　ボランティア保険には、ボランティア自身が加入する「ボランティア
活動保険」と、ボランティア活動に関わる行事で、参加者のケガや主
催者の責任を補償する「ボランティア行事用保険」の２種類があります。
　上田市社会福祉協議会では、万一の事故に備えて安心してボランティ
ア活動に取り組んでいただけるよう、この保険の加入を進めています。

ボランティア個人またはボランティア
グループ団体

行事の主催者であるボランティア活動推進団体、
ボランティアグループ、NPO法人等、常にボラ
ンティア活動を推進している民間団体

2019年4月1日から2020年3月31日まで
(中途加入の場合は加入手続き完了日の翌日
から補償開始)

行事開催期間
（加入手続き完了日の翌日以降の行事開催日
から補償開始）

ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険

加入申込者
（加入できる方）

補償期間

保険料  Ａプラン Ｂプラン
基本タイプ 350円 510円
天災タイプ 500円 710円

［ボランティア活動保険］

Ａ1 1名28円 最低保険料   560円
Ａ2 1名126円 最低保険料2,520円
Ａ3 1名248円 最低保険料4,960円

ボランティア行事用保険　※プランは一例です
［日帰行事　Ａプラン］

1泊2日 239円
2泊3日 293円
3泊4日 298円

［宿泊行事　Ｂプラン］

ボランティア保険
もしもの時のための！

●申し込み・問い合わせ／各ボランティア地域活動センターへ　※Ｐ11参照

　活動中の自身のケガや他人への損害賠償責任を補償する、ボラ
ンティア活動保険の基本タイプがおすすめです。日本国内における
自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動
が対象になります。

施設や自治会等の地域で活動したいボランティアさんへの保険
(個人ボランティア及び団体ボランティア)

　上の「施設や自治会等の地域で活動するボランティア補償」の内
容に加えて災害時に活動した際のケガも補償することができるのが
ボランティア活動保険の天災タイプです。

災害時に被災地で活動したいボランティアさんへの保険
(個人ボランティア及び団体ボランティア)

　運動会や研修会、子どもカフェなど単発で行う行事には、上の
表のボランティア行事用保険がおすすめです。日帰り行事、宿泊行
事それぞれに保険をかけることができます。

単発で行われる行事の際の主催者と参加者への保険
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●場　　所／真田総合福祉センター　大会議室
●定　　員／30人（定員になり次第締め切ります。）
●対 象 者／全講座参加できる方で、受講後はボランティア
　　　　　　として活動可能な方

「ハンドマッサージ」と「リンパマッサージ」

●持 ち 物／ハンドタオル
●参 加 費／1,000円（3回分で材料費込）
●申込締切／5月17日（金）

申し込み・問い合わせ／真田地区センター  TEL72-2998

　真田地域ボランティア養成講座では、「ハンドマッサージ」と「リ
ンパマッサージ」の基礎講座を開催します。
　指先は『第2の脳』と呼ばれており、指先を使うと脳が活性化さ
れると言われています。
　この機会にぜひご参加ください。
　また、ハンドマッサージを覚えて「一人暮らし高齢者の親睦会」
や「地域のサロン」等での実施にご協力ください。

●日　　時／6月6日（木）10時～11時30分　
●場　　所／丸子ふれあいステーション 3階
●講　　師／コーチングアカデミー諏訪校　
　　　　　　校長　土橋　桂子 先生
●演　　題／「話してよかった！と相手が感じる
　　　　　　　コミュニケーション」
●申込締切／5月31日（金）

みまもり（声かけ）訪問事業
フォローアップ研修

申し込み・問い合わせ
丸子ボランティア地域活動センター  TEL43-2566

　丸子地域では登録ボランティアが、月２回程度利
用者宅を訪問し、玄関先などで日常の様子をお伺い
する「みまもり(声かけ)訪問事業」を行っています。
　これから「みまもりボランティア」を始めたい
と思っている方も、ぜひご参加ください。

●場　　所／上田市ふれあい福祉センター 大会議室
●講　　師／兼重 尚子さん（兼重コーチング事務所代表）
●参 加 費／500円
●申込締切／5月7日（火）

●日時／内容

お話しを通して地域で

つながる講座

申し込み・問い合わせ
上田ボランティア地域活動センター  TEL25-2629

★お茶会・サロンでもっとお話を楽しみたい。
★地域でお話し相手のボランティアをしたい。
★お話し相手ボランティアの、スキル・アップをしたい。
　お話し相手をすることで地域と人とつながり、
自分の世界を広げてみませんか！

5月22日（水）　13時30分～ 16時
『話すことでつながろう』

5月29日（水）　13時30分～ 16時
『聴くことについて』

第1回

第2回

ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座

1 6月 3日（月） 13時30分～15時 ハンドマッサージ・リンパの基本
2 6月10日（月） 13時30分～14時30分 ヘッドスパについて
3 6月17日（月） 13時30分～15時 アロマについて（アロマティーをいただきながら意見交換）

日　　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　容

※2回連続の講座です。（内容が変更になる場合があります。）

「短い時間で人の心と向き合うための
　 コミュニケーション術」を学びましょう！

参加料
無料

定員
30人

定員
30人
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シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
の
お

手
伝
い

　
日
時
／
毎
週
月
、
火
、
水
、
木
、
土
曜
日

　
　
　
　
14
時
〜
15
時

　
場
所
／
上
田
市
上
野
60
‐
7

■ 

上
田
悠
生
寮

・
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
利
用
者
さ
ん
の
爪
に
塗

る
、
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
等
の
レ
ク
の
補

助 

等

　
日
時
／
随
時
　
10
時
〜
16
時

　
　
　
　 

（
30
分
か
ら
で
も
可
）

　
場
所
／
上
田
市
諏
訪
形
１
８
３
４
‐
４

■ 

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
話
し
相
手
、
お
茶
出
し
、
レ
ク
の
補
助

　
日
時
／
中
央
デ
イ
・
神
川
デ
イ
は
月
〜
土

　
　
　
　
曜
日
、
武
石
デ
イ
は
日
〜
土
曜
日

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
16
時

　
場
所
／

　
　
○
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
上
田
市
常
磐
城
3
‐
3
‐
18

　
　
○
神
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
上
田
市
国
分
５
３
３
‐
20

　
　
○
武
石
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
上
田
市
下
武
石
７
７
１
‐
1

■ 

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス 

上
田
支
部

・
ボ
ー
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
一
緒
に
プ

レ
ー
、
コ
ー
チ
、
受
付
や
会
計
の
お
手

伝
い

　
日
時
／
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
8
時
10
分
〜
10
時

　
場
所
／
上
田
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル

　
　
　
　 
（
国
分
１
０
０
０
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
プ
レ
ー
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
コ
ー
チ
、
補
助
等

　
日
時
／
毎
週
日
曜
日
10
時
〜
12
時

　
場
所
／
上
田
市
立
東
小
学
校
体
育
館

■ 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ラ
イ
フ
古
里

・
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
、

楽
器
演
奏
等
（
キ
ー
ボ
ー
ド
有
）

　
日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
場
所
／
上
田
市
古
里
９
１
４
‐
６

■ 

別
所
温
泉
長
寿
園

・
縫
い
物
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
補
助
、

利
用
者
さ
ん
の
話
し
相
手

　
日
時
／
随
時

　
場
所
／
上
田
市
別
所
温
泉
１
８
２
８
‐
２

■ 

武
石
お
さ
ん
ぽ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会

・
イ
ベ
ン
ト
等
を
ご
一
緒
に
手
伝
っ
た

り
、
盛
り
上
げ
た
り
し
て
下
さ
る
方

　
か
つ
て
賑
わ
っ
て
い
た
武
石
銀
座
を

地
域
の
力
で
復
活
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が

平
成
28
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
「
マ
ル
シ
ェ
出
店
」
の
ほ
か
に
「
紅

白
勝
ち
抜
き
歌
合
戦
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
時
／
4
月
28
日（
日
）　
10
時
〜
16
時

　
場
所
／「
J
A
ひ
だ
ま
り
武
石
」
周
辺

　
※
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
　
℡
０
９
０
‐
５
７
９
０
‐
４
５
０
８

　
　
　（
柳
沢
裕
子
）

●上田 〒386-0012　上田市中央３-５-１
 TEL 25-2629　FAX 27-2500
●丸子 〒386-0404　上田市上丸子1600-１
 TEL 43-2566　FAX（TEL兼用）
●真田 〒386-2201　上田市真田町長7190
 TEL 72-2998　FAX 71-5740
●武石 〒386-0503　上田市下武石771-１
 TEL 85-2466　FAX 85-2471

ボランティア地域活動センター 問い合わせ先

　丸子ボランティア地域活動センター内「鈴木クラジ文庫」では、大型絵本の貸出しを行って
います。
　現在40冊近くの絵本があり、子どもだけでなく、お年寄りの方々にも大変喜ばれています。
　紙芝居とは違う、絵本ならではのあたたかさと大きさに圧倒され、自然に大型絵
本の世界に引き込まれていきます。クラジ文庫には、福祉・ボランティア関係
の本や普通サイズの絵本も取り揃えておりますので、一度お立ち寄りください。

●問い合わせ／丸子ボランティア地域活動センター  TEL43-2566

大型絵本をご利用ください鈴木クラジ文庫
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●上田地区センター 〒386-0012 上田市中央3-5-1（上田市ふれあい福祉センター内） TEL 27-2025 FAX 27-2500

●丸子地区センター 〒386-0404 上田市上丸子1600-1（丸子ふれあいステーション2階） TEL 42-0033 FAX 42-0034

●真田地区センター 〒386-2201 上田市真田町長7190（真田総合福祉センター） TEL 72-2998 FAX 71-5740

●武石地区センター 〒386-0503 上田市下武石771-1（武石デイサービスセンター「やすらぎ」内） TEL 85-2466 FAX 85-2471

「社協うえだ」へのご意見、ご感想、また、福祉事業に関するご要望などお寄せください。
宛先は、各地区センターまたは総務･企画係広報担当（上田地区センターと同じ）まで。

ご意見をお寄せください。

内　　容 日　　　　時 場　　　所

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080
丸子ふれあいステーション TEL 42-0033
真田総合福祉センター TEL 72-2998
武石地区センター TEL 85-2466

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080

丸子ふれあいステーション TEL 42-0033

上田市ふれあい福祉センター TEL 27-8080

丸子ふれあいステーション TEL 42-0033

上田市ふれあい福祉センター TEL 22-3082
※相談日以外の問い合わせは TEL 27-2025

※要予約

心配ごと相談

結 婚 相 談

法 律 相 談

毎週月曜日～金曜日 9時～16時

毎週水曜日 10時～15時
毎月第２土曜日 ※受付 14時30分まで

 10時～15時
毎月第4土曜日

 ※受付 14時30分まで

4月20日㈯ 10時～12時

4月24日㈬ 13時30分～15時30分

5月18日㈯ 10時～12時

社協の無料相談 〈4月・5月〉

※12時～13時
相談員の休憩時間と
させていただきます。

※相談日は、都合により変更になる場合がありますので
　事前にお問い合わせください

善意銀行

平成31年1月以降に法人会費を納入いただきましたので報告します。（敬称略）

上田地域法人会員 ㈱コサト精機
上田市社協の
法人会員をご紹介します

●日本基督教団 上田新参町教会様 …………… 20,000円

●匿名様 ……………………… 消毒用ハンドジェル 59本

●新田長生会サロンこすもす様

　　 ……………未使用切手、未使用はがき（2,297円分）

●匿名様 ……………………… 未使用切手（2,994円分）

●さくら国際高等学校様 ………………………… 50,000円

●からだ元気治療院 上田店様 ………………… 飲料20本

～あたたかな善意ありがとうございます～

（平成31年1月1日～2月28日）

さくら国際高等学校様
　　毎年、文化祭でチャリティ部の物販等での
　　収益金を寄付して頂いています。


